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コ

学

ぶ
意
欲

を
も

ち
、
知

性
と
良

識
の

あ

ふ
れ
る
村

を
つ
く

り
ま

す
。

一
、
健

康
と
安

全
を

心
が
け

、

明

る
く
楽
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

匸

勤

労
を

喜
び
、

力
を

合
わ
せ
て

豊

か
な
村

を
つ
く
り

ま
す

。

一
、

自
然

を
守

り

、
人
を
愛

し

、

心

や
さ
し

い
村
を

つ
く

り
ま
す

。

コ

心
身

と
も
に
健

全
な

子
の
育

つ

暖

か
い
家
庭

と
村

を
つ
く
り
ま
す
、

交

通

事

故

死

ゼ

ロ

千

日

を

目

指

し

て

二
月
二
十
日
、
振
興
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
毋
の
会
の
会
員
百
数

十
名
と
大
間
警
察
署
長
他
多
数
の
来

賓
も
出
席
し
、
盛
ん
に
意
見
の
交
換

を
し
て
い
ま
し
た
。

山
崎
会
長
か
ら
「
今
年
は
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
千
日
と
い
う
大
き
な
希

望
あ
る
目
標
達
成
の
年
で
す
。
活
動

の
目
的
で
あ
る
老
人
や
子
ど
も
の
尊

い
命
を
事
故
で
失
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
愛
の
一
声
を
お
願

い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

会
員
の
み
な
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
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●なんでも話し合える家庭にしよう。

●善悪のケジメをつけ、人をいたわるやさしい心

を育てよう。

●しっかりした生活習慣を身につけよう。

●いろいろな経験をさせよう。

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議

・ 親 が 手 本 を 示 そ う

子 ど も は 堽 の う し ろ 姿を 霓 て 月つ と 言 む冫１て い ま

ｇ 。 覡 は 。 寓 』こ 子と も から 信 頼さ れ るよ う 、 手 本 を

示 し 豕し よ う 。

● お父 さ ん は 家 庭 の 大 黒 柱 で す

子 どもｌこ・ い 凌 野 力 ら 、 た えｌ 目 像を も っ て 努 力

・ る たい じ さ を 叡 え 、 Ｊ 石 つ い た 力 の あ る 声 て 、 子

と も の 勇 気 と 正 し い 判 断 力 を 胃 て ま し ぷう 。

● お 母 さ ん は 案 庭 の 太 陽 で す

明る い ａ５た た か さ を 、 冢 哂 の 中 に 漂ｉ］せ 、や さ し

い 声 て 子 ど も に い た ○ り と 。 劭 け 合 い の 大 切さ をｌ

え ｇ し よ う 。

● し つ け の 改 修 工 事 を し よ う

し つ け の 旦 本ｌａ 、く り 返ｇ こ と｜こ 函 り ま 蕚。 ａ５き

ら め な い て 捩 気 薩く 、 閼 關 を かｌｊ て 。 し つ け を し ま

し ぷう 。

●。ひ と り で 悩 ま な い で 相 談 を し よ う

子ど も に 対 可 る 疑罔 専 が 面 るｊＱ合 。 稷 の 聰 だ と 力

体 面 を 気 にし て 、 ひと り て匐 ４に とＩＪ や め 、

テ レ フ 渭ン ・コ ー ナ ー など に・ 直 に 相 談 し ま し よ う 。

目 即 こ・ は 開 け る も の で 俘 。

普段から 何でもはなしあえる家庭をつくり ましよう。

明るい家庭があっ てこそ子供 が親に何でも相談できるのです。

いじめら れた少年は誰にも相談でき ず１人 で悩み、いじめにたえき れ

ず自殺し たり 凶悪な犯罪を犯すことも あるのです。

いじ めは、子供の心に物事のきまり や道徳観念、他人を思いや る心

など が欠如し ているために発生していることも一因と考えら れます。

日 常のしつけや 会話などを通じて善悪のヶジメや他人に対する思いや

り の喞を育むように努めまし よう 。

また、挨拶、服装、約束、き まりなど のしっ かりとし た生活習慣を身

につけさせるように努めまし よう。

「

い

じ

め

」
の

提

言

警
察
庁
の
発
表
に
よ
り
ま
す

と
、
青
少
年
の
非
行
問
題
は
年
々

減
少
し
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
最
近
、
い
じ
め
の
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

児
童
、
生
徒
は
、
友
人
関
係
や

集
団
生
活
の
中
で
成
長
す
る
も
の

で
あ
り
、
友
人
間
の
問
題
の
克
服

も
、
本
来
「
子
ど
も
の
世
界
」
に

託
す
べ
き
部
分
が
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
日
の
児
童
生
徒
間
に

お
け
る
い
じ
め
が
、
極
め
て
深
刻

な
状
況
に
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
「
子
ど
も
の
世
界
」
に
、
あ

え
て
手
を
差
し
の
べ
て
現
実
の
問

題
へ
の
的
確
な
対
処
と
未
然
防
止

へ
の
努
力
を
開
始
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
般
、
文
部
省
検
討
会
議
緊
急

提
言
で
、
五
つ
の
基
本
認
識
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

①
い
じ
め
は
、
児
童
生
徒
の
心
身

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、
そ
の
原
因
も
根
深

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
い
じ
め
は
、
今
日
の
児
童
生
徒

の
心
の
問
題
が
深
く
介
在
し
て
い

る
問
題
で
あ
る
こ
と
。

③
い
じ
め
は
、
学
校
に
お
け
る
人

間
関
係
か
ら
派
出
し
、
教
師
の
指

導
の
在
り
方
が
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
。

①
い
じ
め
は
、
家
庭
に
お
け
る
し

つ
け
の
問
題
が
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
。

③
い
じ
め
の
解
決
に
は
、
緊
急
対

策
、
長
期
的
対
策
の
両
面
か
ら
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
い
じ
め
に
は
、
単
な
る

い
た
ず
ら
や
け
ん
か
と
同
一
視
し

た
り
、
ま
た
は
児
童
生
徒
間
の
問

題
と
し
て
等
閉
視
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
い
じ
め
は
児
童
生

徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
登
校
拒
否
や

自
殺
、
殺
人
等
の
問
題
行
動
を
招

来
す
る
恐
れ
が
あ
る
深
刻
な
問
題

で
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
い
じ
め
は
、
小
中
高

校
を
通
じ
て
広
範
に
見
ら
れ
る
問

題
で
あ
り
、
一
部
の
児
童
生
徒
だ

け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
に
か
か
わ
る
裾
野
の
広
い
問
題

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
の

原
因
背
景
に
は
、
学
校
の
指
導
の

あ
り
方
、
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け

の
問
題
、
社
会
的
風
潮
等
、
学
校

家
庭
、
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
教
育
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
者
が
、
い
じ
め
の
問

題
性
や
背
景
の
根
深
さ
を
十
分
認

識
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。村

民
各
位
の
絶
大
な
る
御
指
導

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議

会
長

竹
内
勇
吉



釜
山
を
出
航
し
た
青
年
の
船
は

二
十
六
日
、
北
回
路
線
を
通
過
し

て
、
日
本
と
は
逆
に
秋
か
ら
夏
へ

と
変
わ
っ
た
。
私
た
ち

も
半
そ
で

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
衣
替
え
し
た
。
台
風

が
南
シ
ナ
海
を
北
北
東
に
進
み
、

船
は
台
湾
寄
り
の
航
路
を
取
り
な

が
ら
進
ん
で
い
っ
た
。

二
十
七
日
、
青
年
の
船
は
、
太

平
洋
戦
争
で
散
っ
た
日
本
兵
が
眠

る
、
水
深

が
千
八
百

メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
ザ
ン
ー
海
峡
の
上
に
い
ま

す
⊇
一
十
度
を
超
え

る
猛
暑
の
中
、

私
た
ち
は
正
装
し
、
全
員

デ
ッ
キ

に
整
列
し
て
洋
上
慰
霊
祭
を
行
っ

た
。
船
長
が
慰
霊
の
言
葉
を
絶
叫

し
、
花
束
や
私
た
ち
が
折
っ
た
千

羽
鶴
を
海
に
投
じ
ま
し
た
。

午
後

か
ら
は
洋
上

運
動

会
で

す
。
色
取
り
ど
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

（

ヨ
ピ
姿
の
団
員
が
汗
を
流
し
、

優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
。
今
日
一
日
で
顔
が
真
黒

く

日
焼
け
し
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
早
朝
、
南
国
特
有

の
ス
コ
ー
ル

が
降
っ
た
。
早
朝
か

亘

二
十
度
を
超
え
る
暑
さ
を
経
験

し
だ
の
は
初
め
て
で
し
た
。

午
前
九
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

モ
フ
港
に
入
港
。
入
港
式
で
は
、

美
し
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
が
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
国
花
の
サ
ン

パ
ギ
イ
タ
の
レ
イ
を
か
け
、
歓
迎

し
て
く
れ
た
。

マ
ニ
ラ
で
の
最
初
の
目
的
地
は

リ
サ
ー
ル
公
園
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
独

立
の
父
「
ホ
セ

ー
リ
サ
ー
ル
」
が

眠
っ
て
い
る
公
園
で
献
花
式
を
行

い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
歌
が
流
れ
る

中
、
帙
か
な
祈
り
を
さ
さ
け
ま
し

た
。
韓
国
同
様
、
こ
こ
に
も
悲
し

い
戦
争
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

旧
日
本
軍
陸
戦
部
隊
が
、
三
日
三

晩
砲
火
を
受
け
玉
砕
し
た
サ
ン

チ
ャ
ゴ
要
塞
、
日
本
人
捕
虜
や
戦

犯
が
収
容
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
モ

ン
テ
ン
ル
ハ
日
本
人
墓
地
、
大
理

石
の
十
字
架
群
が
並
ぶ
ア
メ
リ
カ

軍
人
墓
地
な
ど
を
見
て
、
「
過
ち

を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

私
た
ち
団
員
の
だ
れ
も
が
感
じ
た

と
思
い
ま
す
。

了

Ｔ
フ
市
内
の
至

る
所
で

フ
ン

エ
ン
エ
ン
、
シ
ェ
ン
エ
ン
」
と
装

飾
品
を
売
り
歩
く
子
ど
も
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
今
は

値
段

が
下

が
っ
た
千
円
だ
が
、
こ

こ
で
は
、
一
家
が

Ｉ
旦

昜
ら
せ
る

大
金
だ
そ
う
で
す
。
ス
ラ
ム
街
で

は
物
ご
い
す
る
幼
児

の
姿
が
目
に

つ
き
、
団
員
の
一
人
が
一
円
王
を

あ
げ
る
と
、
喜
ん
で
み
ん
な
に
見

せ
っ
け
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
姿
を
見
て
、
た
だ
残
念
だ
け
ど

か
わ
い
そ
う
と
い
う
目
で
し
か
見

れ
な
か
っ
た
。

夜
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
青
年
と
の
船

上
交
歓
会
が
あ
っ
た
。
百
人
を
超

え

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
若
者
、
要
人

が
集
ま
り
、
大
い
に
盛
り
上
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
代
表
的

な
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
で
、
共
に
手

を
取
り
あ
っ
て
踊
り
、
友
情
の
輪

を
広
げ
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

二
十
九
日
「
国
際
稲
研
究
所
」

を
訪
れ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・

フ
ォ
ー
ド
両
財
団
が
昭
和
三
十
五

年
に
設
立
し
た
こ
の
研
究
所
は
、

国
連
の
支
援
を
受
け
、
年
間
七
十

一
億
円
の
予
算
で
運
営
さ
れ
る
世

界
最
大
の
稲
の
研
究
所
で
す
。
こ

こ
で
は
年
四
回
の
稲
作
が
で
き
る

そ
う
で
、
こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

タ
イ
ガ
タ
イ
公
園
で
昼
食
を
れ

る
。
こ
こ
は
眼
下
に
タ
タ
ー
ル
湖

と
タ
ー
ル
火
山
が
一
望
で
き
る
美

し
い
景
観
の
公
園
で
し
た
。
こ
こ

で
も
子
ど
も
た
ち
が
「
五
ペ
ソ
、

五
ペ
ソ
」
と
日
本
語
で
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
売
り
歩
い
て
い
る
姿
や
、

団
員
の
食
べ
残
し
た
弁
当
を
か
き

集
め
て
い
る
姿
を
見
て
、
な
ん
と

も
言
え
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

次

は
ジ
ー
プ
ニ
ー
エ

場
の
見

学
。
米
軍
が
使
用
し
た
中
古
の

ジ
ー
プ
を
改
良
し
た
の
が
ジ
ー
プ

ニ
ー
で
、
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
と
し

て
街
を
走
っ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
メ
ー
タ
ー
は
無
く
、
ブ
リ
キ
に

色
を
塗
っ
て
い
る
だ
け
の
車
で

す

。

フ
ィ

リ

ピ

ン

は

鉄

道

網

が

わ

ず

か

Ｉ
％

。

車

も
千

人

に

一

人

が

所

有

で

き

る

だ

け

だ

そ

う

で

す

。

三

十

日

。

フ
ィ

リ

ピ

ン

最

後

の

日

、

朝

、

ト

イ

レ

が
混

雑

し

た

。

昨

日

の

弁

当

を

食

べ

た

人

が
食

中

毒

を

お

こ

し

た

の

で

す

。

幸

い

に

佐

井

村

の

三

名

は

元

気

で

し

た

が

、

こ

の

日

の

予

定

が
大

幅

に

変

更

に

な

っ

た

。

こ

の

日

か

ら

一

日

三

回

の

健

康

チ

エ

。

ク

が

行

わ

れ

、
二

日

間

の

禁

酒

貲

が
出

さ

れ

ま

し

た

。

こ

ん

な

私

た

ち

を

励

ま

し

て

く

れ

た

の

は

、

世

界

一

の

「

マ
ニ

ラ

の

夕

日

」

で

し

た

。

青

年

の

船

は

次

の

寄

港

地
沖

縄

へ

向

け

出

発

。

団

員

の

団

結

が

一
団

と

増

し

て

き

た

よ

う

で

す

。

十

一

月

一

日

、

メ

ー

ン

イ

ベ

ン

ト

の

一

つ

、

青

年

の
主

張

大

会

が

行

わ

れ

「
二

十

一
世

紀

の

青

森

県

を

創

る

た

め

、

青

年

は

今

、

何

を

す

べ
き

か
」

の

テ

ー

マ

で

、

各

組

の
代

表

が

一
人

づ

つ

、

そ

れ

ぞ

れ

の
青

春

を

語

り

、

明

日

へ

の
限

り

な

い

情

熱

を

語

り

合

っ

た

。

い

よ

い

よ
明

日

は

日

本

、

第

三

の
寄

港

地

沖

縄

で

す

。

（
次

回

へ

っ

づ・
く

）

▲ 洋上大運動会



長

後

中

学

校

Ｎ

Ｈ

Ｋ

杯

全

国

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

で

学

校

賞

受

賞

三
年
生
大
坂
猛
雄
君
、
池
田
貴
子
さ
ん
全
国
優
秀
賞
受
賞

昭
和
六
十
年
度
全
国
放
送
教
育

研
究
会
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
中
高
校

生
に
日
本
語
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
っ
て

行
っ
て
い
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
猛
雄
君
は
「
あ
り
が
と
う
父

さ
ん
」
で
自
分
の
将
来
の
進
路
を

決
め
る
に
あ
た
っ
て
苦
し
ん
だ
こ

と
、
貴
子
さ
ん
は
「
父
の
背
中
」

で
海
の
男
と
し
て
生
き
る
た
く
ま

し
い
父
の
姿
、
そ
れ
を
支
え
る
や

さ
し
い
母
の
姿
を
書
い
て
い
ま

す
。去

る
一
月
三
十
一
日
に
全
国
三

名
の
優
秀
賞
の
中
に
二
名
入
賞
と

い
う
名
誉
を
得
ま
し
た
。

又
、
副
賞
と
し
て
学
校
指
導
者

賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

長
後
小
中
学
校
で
は
、
子
供
の

表
現
力
向
上
の
手
だ
て
と
し
て
作

文
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が

そ
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
作
文
を
取
材
し
た

も
の
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
三

月
二
十
一
日
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
放
送
に
な
り
ま
す
。

長
後
小
中
学
校
で
昭
和
六
十
年

度
に
青
森
県
、
全
国
単
位
の
主
な

入
賞
を
紹
介
し
ま
す
。

・
水
に
関
す
る
作
文
（
国
土
庁
）

青
森
県
優
秀
賞

池
田
貴
子

・
国
土
建
設
の
作
文
（
建
設
省
）

建
設
政
務
次
官
賞

池
田
貴
子

・
密
猟
防
止
に
関
す
る
標
語
（
県
）

青
森
県
第
三
位

大
石

満

・
税
に
関
す
る
作
文

（
青
森
県
）

青
森
県
奨
励
賞

大
坂

昇

池
田
貴
子

池
田
正
樹

・
福
祉
の
作
文

（
青
森
県
）

青
森
県
優
秀
賞

池
田
正
樹

・
家
庭
の
日
に
関
す
る
図
画
作
文

図
面

青
森
県
民
会
議
長
賞

滝
本
志
乃

・
小
さ
な
親
切
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

青
森
県
金
賞

大
坂
猛
雄

銀
賞

池
田
貴
子

・
生
命
保
険
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

青
森
県
二
等

大
石

満

畑
野
直
人

池
田
貴
子

・

デ
ー
リ

ー
東
北
新
聞
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル

青
森
県
議
会
議
長
賞
池
田
貴
子

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
佳
作

大
石
光
仁

・
読
売
新
聞
全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
佳
作

大
坂
猛
作

昭

和

六
十

年

度

第

三

十

五

回

下

北

美

術

展

〈
絵
画
の
部
〉

準

特
選

福

浦
小

一

内

藤

正

彦

福

浦
小

六

田

中

譲

入

選

磯

谷
小

一

横
浜

一

男

ク

田

中

健

ク

福
田

拓

巳

原
田

小

一

加

藤

修

福

浦
小

三

田

中

辰

美

磯

谷
小

四

福
田

道

弘

佐
井

小

五

石

川

晶

子

福

浦
小

五

内
藤
美
奈
子

佐
井
上
（

宮
川
洋
平

”

渋
田
洋
人

磯
谷
坐
（

横
浜
美
智
子

福
浦
坐
（

山
本

学

準
特
選

長
後
中
三

大
坂
猛
雄

入

選

福
浦
中
一

柳
田

修

饑
谷
中
一

横
浜
邦
彦

”

田
中
寿
春

〈
版

画

の

部

〉

佳

作

佐
井
小
一

ふ
笠
原
蕉

入

選

〃

竹
内
優
穂

福
浦
中
一

田
中

の
ぞ
み

福
浦
中
二

田
中

干
恵
子

〈
書

道

の

部
〉

佳

作

福
浦
小
二

越
前
路
雄

入

選

牛
滝
小
一

船
越
貴
幸

長
後
ふ
二

大
坂

聡

福
浦
小
三

田
中
辰
美

佐
井
小
四

横
浜
有
子

”

宮
川
尚
美

”

奥
本
順
子

長
後
小
四

工
藤
宇
之

佐
井
小
五

田
名
部

直
仁

”

奥
本
城
司

”

宮
本
葉
子

”

長
島
咲
美

長
後
小
五

滝
本
志
乃

福
浦
小
五一

内
藤

美
奈
子

牛
滝
小
五

坂
井
栄
美

佐
井
坐
（

山
本
尚
樹

”

中
田
周
子

”

若
山
美
穂

”

金
丸

利
々
子

”

畑
中

か
お
り

”

若
山

佐
知
子

”

紀
井
干
代

”

渋
田
洋
人

”

佐
賀
幸
萍

”

田
名
部

祥
子

”

哲

戸
恵
美
子

”

佐
賀
希
帆

”

船
越
晶
子

”

上
山
貴
雎

”

宮
川
洋
平

長
後
生
（

滝
本

加
那
子

”

大
石

学

長
後
坐
（

大
坂
淳
子

入

選

佐
井
中
一

工
藤
正
憲

”

中
村

奈
央
子

”

館
脇

る
み
子

”

若
山
桂
子

佐
井
中
二

宮
川

加
奈
子

”

川
岸

絵
美
子

ク

中
田
品
子

佐
井
中
三

岡
本

美
佐
子

”

奥
本
容
子



蛎

崎

下

北

軍

の

敗

滅

康
正
二
年
九
月
十
四
囗
（
一
四

五
六
）
の
早
朝
、
約
六
ヶ
月
に
わ

た
る
、
下
北
全
土
を
巻
き
こ
ん
だ

戦
乱
の
火
蓋
は
切
っ
て
落
と
さ
れ

た
。
下
北
軍
武
田
信
利
の
一
万
二

千
の
兵
が
、
小
野
平
を
守
備
す

る
、

八
戸
南
部
軍
悪
虫
武
護
を
攻
撃
し

た
。最

初
は
、
下
北
軍
の
優
勢
の
う

ち
に
、
戦
局
は
展
開
し
、
八
戸
南

部
軍
の
い
く
つ
か
の
城
塞
が
陥
落

し
た
。
し
か
し
、
十
一
月
二
十
七

日
勅
使
正
三
位
資
家
卿
が
、
八
戸

へ
下
向
し
、
蔵
人
討
伐
の
綸
旨

が

発
せ
ら
れ
、
八
戸
軍
は
志
気
旺

ん

と
な
り
、
果
敢
な
攻
撃
に
転
じ
、

以
後
し
ば
ら
く
戦
線
は
一
進
一
退

の
膠
着
状
態
と
な
っ
た
。

武

田

信

広

の

討

死

北
海
道
松
前
藩
の
始
祖
は
、
蛎

崎
信
広
（
別
名
を
武
田
信
広
と
も

い
わ
れ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
物
は
、
い
ろ
い
ろ
と
謎

を
含
ん
で
い
る
。

康
正
三
年
二
月
二
十
四
日
午
前

四
時
、
八
戸
軍
は
、
総
師
の
南
部

河
内
守
政
経
み
ず
か
ら
、
千
七
百

十
五
人
を
率
い
、
與
戸
浜
に
軍
船

で
上
陸
し
、
佐
井
孫
八
の
手
の
者

に
案
内
さ
れ
、
山
越
え
を
し
、
蔵

人
の
居
城
で
あ
る
蛎
崎
城
を
、
背

後
か
ら
急
襲
し
た
。

城
の
施
設
十
二
ヶ
所
に
放
火

し
、
彼
我
入
り
乱
れ
て
の
澂
斗
と

な
っ
た
。
追
手
搦
手
が
破
ら
れ
、

蔵
人
の
居
館
も
攻
め
ら
れ
、
本
丸

へ
退
き
、
防
戦
に
大
わ
ら
わ
と

な
っ
た
。

こ
の
時
、
下
北
軍
随
一
の
勇
将

と
い
わ
れ
た
、
蛎
崎
信
広
は
、
三

尺
五
寸
の
名
刀
を
振
り
、
石
橋
に

立
ち
は
だ
か
り
、
南
部
兵
十
一
人

を
切
っ
て
捨
て
た
。
襲
い
く
る
騎

馬
武
者
を
落
馬
さ
せ
た
が
、
地
に

う
ず
く
ま
っ
た
武
者
が
下
か
ら
刀

を
は
ね
上
げ
、
た
め
に
信
広
は
ヒ

ザ
を
切
り
放
さ
れ
、
討
死
を
し
た
。

後
に
、
信
広
は
北
海
道
へ
渡
り
、

松
前
藩
始
祖
と
い
わ
れ
る
が
、
こ

の
人
物
は
、
蛎
崎
蔵
人
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。

蔵

人
武

士

泊

か

ら

脱

出

蛎
畸
城
に
攻
め
こ
ま
れ
、
支
え

き
れ
な
く
な
っ
た
蔵
人
は
、
妻
子

十
七
人
が
生
け
捕
ら
れ
、
遂
に
こ

れ
ま
で
と
、
抜
穴
か
ら
脱
出
し
、

追
い
く
る
南
部
勢
と
戦
い
な
が

ら
、
海
岸
の
岩
陰
に
か
く
し
て

あ
っ
た
小
舟
に
、
主
従
三
人
と
飛

び
の
り
、
は
る
か
沖
合
の
闇
に
ま

ぎ
れ
逃
れ
た
。
二
月
二
十
五
日
の

夜
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
、

武
士
泊
と
い
わ
れ
る
。

一
方
、
付
近
の
海
上
で
は
、
両

軍
の
軍
船
が
入
り
乱
れ
、
火
矢
を

放
っ
て
、
壮
絶
な
夜
戦
が
展
開
さ

れ
て
い
た
。
蔵
人
の
姿
は
、
こ
の

時
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
は
杳
と
し

て
行
方
加
判
ら
な
い
。

下

北

戦

争

終

わ

る

康
正
三
年
三
月
十
八
日

二

四

五
七
）
、
南
部
河
内
守
政
経
は
、

十
倍
も
の
蛎
畸
下
北
軍
を
敗
滅
さ

せ
、
本
国
へ
帰
城
し
た
。

六
ヶ
月
間
に
わ
た
る
大
戦
乱
の

論
功
行
賞
と
し
て
、
牛
滝
（
鬼
門

崎
）
に
庄
官
と
し
て
盛
山
新
五
郎
、

舟
仲
立
と
し
て
小
関
伝
右
衛
門
が

命
じ
ら
れ
た
。

藩
政
時
代
、
牛
滝
に
は
数
軒
の

船
問
屋
が
あ
っ
た
。
同
業
者
が
客

船
の
取
扱
え
を
協
定
し
た
。
元
文

三
年

（
一
七
三
八
）
儀
定
書
に
、

牛
滝
で
は
、
坂
井
義
兵
衛
、
大
関

清
左
衛
門
、
田
中
彦
兵
衛
の
三
店

が
み
ら
れ
る
。

東
北
太
平
記
作
者
も
、
牛
滝
湊

を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

佐
井
孫
八
（
孫
八
郎
）
は
、
銀

山
・
鉄
山
・
白
銅
山
二
十
三
ヶ
所

の
、
総
支
配
頭
御
山
代
官
に
栄
進

し
た
。

福
浦
荘
厳
寺
に
は
、
恐
山
金
剛

念
寺
の
破
却

し
た
跡
地

を
給
わ

り
、
慈
明
は
自
分
の
師
で
あ
る
脇

野
沢
の
千
年
寺
恵
明
に
、
許
可
を

得
て
贈
っ
た
。
慈
明
に
は
更
に
、

桧
川
の
熊
公
稲
荷
宮
の
祭
祀
も
命

じ
ら
れ
た
。

蛎

崎

信

広

と

蔵

人

信

純

東
北
太
平
記
で
は
、
信
広
は
蔵

人

の
家
臣
で

あ
り
討
死

し
て
ぃ

る
。
北
海
道
側
の
資
料
で
は
、
信

広
は
松
前
藩
始
祖
と
さ
れ
、
信
広

即
蔵
人
と
す
る
説
が
あ
り
、
信
広

は
七
人
の
家
臣
を
引
き
つ
れ
て
、

「
大
畑
を
出
船
し
て
（
狄
）
の
島

に
渡
る
」
と
、
新
羅
之
記
録
に
み

ら
れ
る
。

信
広
は
、
花
沢
館
の
蛎
崎
季
繁

の
客

将
と
し
て
身

を
寄
せ

て

い

た
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
一

本
の
マ
キ
リ
事
件
か
ら
端
を
発
し

た
ア
イ
ヌ
の
蜂
起
は
、
康
正
三
年

五
月
（
下
北
戦
乱
終
結
後
）コ

シ
ャ

マ
イ
ン
酋
長
の
下
に
、
一
万
人
に

ふ
く
れ
上
っ
た
。
和
人
に
対
す
る

ア
イ

ヌ
の
不
満
は
火
を
吹
き
、
努

涛
暴
風
の
ご
と
く
荒
れ
、
道
南
の

十
二
館
を
次
々
に
襲
っ
て
陥
と
し

た
。
残
る
は
信
広
の
花
沢
館
の
み

と
な
っ
た
。
こ
こ
に
敗
軍
を
収
容

し
、
陣
を
立
て
直
し
、
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
の
居

る
函
館
を
一
気
呵
成
に

突
き
入
っ
た
。
七
重
浜
で
コ
シ
ャ

マ
イ

ン
父
子
を
強
弓
で
射
殺
し
、

六
月
に
鎮
定
し
た
。
以
後
信
広
は
、

囗
毎
に
蝦
夷
地
支
配
を
固
め
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

（
次
号
へ
続
く
）



社
龠
臘
肓
祀
よ
り

家
庭
教
育
学
級
始
ま
る

生
涯
に
わ
た
る
教
育
活
動
推
進

の
一
環
と
し
て
、
二
月
十
二
囗
か

ら
振
興
セ
ン
タ
ー
、
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
家
庭
教
育
学
級

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

県
か
ら
補
助
金
を
得
て
、
各
年
令

段
階
（
就
学
前
、
小
学
校
低
学
年
、

高
学
年
、
中
学
校
）
の
幼
児
、
児

童
、
生
徒
を
持
つ
親
を
対
象
に
四

コ
ー
ス
に
分
け
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
や
、
し
つ
け
及
び
明
る
い
家

庭
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
学
習
す
る
目
的
で
開

設
し
た
も
の
で
す
。

視
聴
覚
饑

器
（
１
６
ミ
リ
映
画
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
）

を
活
用
し
、
受
講
者
の
話
し
合
い

も
ま
じ
え
な
が
ら
、
な
ご
や
か
に

学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
佐
井
保
育
所
保
母
の

皆
さ
ん
、
佐
井
小
学
校
、
佐
井
中

学
校
の
先
生
方
に
お
願
い
し
、
豊

富
な
教
育
経
験
と
研
究
熱
心
さ
を

発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

各
々
の
学
習
コ
ー
ス
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

コ

乳
幼
児
（
Ｏ
才
～
六
才
）
を

持
つ
親
の
コ
ー
ス

会
陽
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

日
程
、
二
月
十
四
、
二
十

二

二

十
八
、
三
月
七
、
十
日

テ
ー
マ
、
子
ど
も
の
健
康
、
テ
レ

ビ
と
絵
本
、
遊
び
、
子
ど
も
の
世

界
等
に
つ
い
て
で
す
。

二
、
小
学
校
低
学
年

二

、
二
、

三
年
）の
児
童
を
持
つ
親
の
コ
ー
ス

会
場
、
振
興
セ
ン
タ
ー

日
程
、
二
月
十
二
、
十
九
、
一
一
十

六
、
三
月
五
、
十
二
日

テ
ー
マ
、
問
題
行
動
が
起
る
前
に

子
ど
も
と
読
書
、
健
康
管
理
、
上

手
な
ほ
め
方
、
し
か
り
方
、
子
ど

も

の
体
力
と
体
格
等
で
す
。

三
、
小
学
校
高
学
年
（
四
、
五
、

六
年
）
の
児
童
を
持
つ
親
コ
ー
ス

会
場
、
日
程
は
低
学
年
コ
ー
ス
と

同
じ
で
す
。

テ
ー
マ
も
性
教
育

以
外
は
同
様
で
す
が
内
容
を
高
学

年
に
変
え
て
い
ま
す
。

四
、
中
学
生
を
持
つ
親
コ
ー
ス

会
場
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

日
程
、
二
月
十
三
、
十
七
、
二
十
、

二
十
四
、
二
十
七

テ
ー
マ
、
い
じ
め
、
お
し
ゃ
れ
、

家
庭
教
育
、
偏
差
値
、
中
学
生
の

性
に
つ
い
て
等
で
す
。

各
コ
ー
ス
と
も
午
後
六
時
半
か
ら

始
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
利
用

く
だ
さ
い
。

Ａ家庭教育学級（中学校）

▲ 家艇 教育字級 ぼし幼児）

第１回

下

北

子

ど
も

会

郷
土
芸
能
発
表
会

む

つ

・

下

北

市

町

村

の

子

ど

も

会

に

よ

る
第

一

回

郷

土

芸

能

発

表

会

が

九

日

、

む

つ

市

の
下

北

文

化

会

館

で

行

わ

れ

、

各

地

域

の
伝

統

の

舞

を

披

露

し

た

下

北

地

方

は

郷

土

芸

能

の

宝

庫

と

い

わ

れ

、

村

の
民

俗

芸

能

を

親

か

ら
子

へ

、

子

か

ら
孫

へ

伝

承

し

て

い

く

た

め
各

単

位

子

ど

も
会

が

練

習

に

励

ん

で

い

る

。

出

場

者

は

十

九

組
二

百

人

。

詰

め

か

け

た

約

子

人

の

地

区

住

民

か

ら

多

く

の

「

花

」
が

あ

が

り

、
拍

手

を

受

け
た

。

東

通

村

（

祈

と

う

舞

い
、

能

舞

「

屋

嶋

」
、

目

名

神

楽

）

風

間

浦

村

（
神

楽

舞

）

大

間

町

（
神

楽

、

世

の

中

踊

り

）

大

畑

町

（
餅

つ

き

踊

り

）

川

内

町

（
追

分

、

じ

ょ

ん

か

ら

、

神

楽

）

脇

野

沢

村

（

餅

つ

き
踊
り
、
追
分
、
滝
山
神
楽
）
む

っ
市
（
俵
づ
み
唄
、
浪
花
節
だ
よ

人
生
は
、
夫
婦
川
、
大
黒
舞
、
餅

っ
き
踊
り
）
等
の
演
目
で
、
午
後

四
時
、
ま
で
熱
演
が
っ
づ
い
た
。

今
回
は
佐
井
村
か
ら
原
田
子
ど

も
会
の
原
田
の
神
楽
が
披
露
さ
れ

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び

た
。

原
田
の
神
楽
は
、
古
佐
井
、

磯
谷
の
神
楽
と
同
じ
系
統
の
「
山

伏
神
楽
と
大
神
楽
」
の
合
体
型
を

し
て
お
り
、
下
北
の
神
楽
の
中
で

数
少
な
い
部
類
と
さ
れ
、
伊
勢
流

派
に
属
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
伝

テレビ 相談

青森 県教育委 員会

Ｏ ＲＡｊヨ 青森 放送

Ｏ 土曜 日（本放 送 ）

午前 ７：４５～ ８：００

０ 金曜 日（再放 送 ）

午前１１：４５～１１：１５

土 金
－ア

｜

マ
タ イ ト ル

３月
１

３月
７

家

族

の

き

ず

な

家族みんなで
祖父母とともに幅広い子育て…

８ １４
働らくお母さん
共働き家庭の一日…

１５ ２１
明るい家族
障害児を持つ家庭の子育て…

２２ ２８
家庭のリズム
名家庭に合った生活時間の工夫…

２９ 朷４ 親を考えるたくましさの教育～
たくましい親たくましい子…



来
に
つ
い
て
は
、
元
禄

ご
ろ
と
言

わ
れ
る
が
定
か
で
な
い
。
原
田
子

ど
も
会
で
は
、
毎
年
「
打
（
内
）

習
い
」
と
袮
す
る
練
習
を
重
ね
、

熱
心
な
伝
承
に
励
ん
で
い
ま
す
。

原
田
子
ど
も
会

神
楽
出
演
者

木
部

司
、
佐
藤

忍
、
米
沢
英

和
、
石
黒
大
志
、
松
沢
勝
広
、
米

沢

勉
、
宮
田

渉
、
木
部
貴
昭
、

松
沢
幸
彦
、
田
中
伸

二

松
沢
敏

則
、
石
黒
紀
夫

地

域

に

開

か

れ

た

家

庭

教

育

乳

幼

児

期

②

◇
外
遊
び
の
重
視

匸

乳
幼
児
に
と
っ
て
遊
び
は
、

生
活
で
あ
り
学
習
で
す
。

コ

乳
幼
児
に
と
っ
て
外
で
の
遊

び
や
友
だ
ち
と
の
遊
び
は
、
最

も
重
要
な
生
き
た
生
活
体
験
活

動
で
す
。

一
、
手
足
が
汚

れ
る
、
服
が
汚
れ

た
り
破
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

子

ど

も
を
束
縛

し
な

い
で
精

い
っ
ぱ
い
外
遊
び
を
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

一
、
親
は
、
子

ど
も
の
外
遊
び
を

監
視
す
る
の
で
な
く
、
あ
た
た

か
い
目
で
見
守

る
こ
と
で
す
。

二

な
ご
や
か
な
近
隣
関
係
を
確

立
す
る
親
の
努
力
は
、
子
ど
も

の
自
由
な
外
遊
び
を
成
立
さ
せ

る
基
本
で
す
。

◇
近
所
づ
き
あ
い
を
通
し
た

親
同
士
の
情
報
交
換

匸

閉
鎖
的
な
家
庭
生
活
は
、
子

ど
も
の
協
調
性
の
芽
を
摘
ん
だ

り
卑
屈
な
感
情
や
劣
等
感
を
助

長
し
が
ち
で
す
。

コ

遊
べ
な
い
子
ど
も
に
は
、
親

が
意
図
的
に
遊
び
仲
間
を
つ
く

る
な
ど
し
て
、
友
だ
ち
遊
び
を

経
験
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

コ

幼
児
の
発
達
に
と
っ
て
、
け

ん
か
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

お
り
、
必
要
な
こ
と
で
す
が
、

乱
暴
や
危
険
を
伴
う
と
き
は
、

他
人
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
し

か
っ
て
や
め
さ
せ
る
こ
と
で

す
。

匸

子
ど
も
の
社
会
性
の
芽
を
育

て
る
た
め
に
は
、
親
同
士
が
気

軽
に
相
談
や
意
見
交
換
の
で
き

る
近
隣
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。

コ

地
域
活
動
に
親
子
で
参
加
す

る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
他
人

の
子
ど
も
を
知
る
努
力
を
す
る

こ
と
が
、
わ
が
子
を
よ
く
知
る

鍵
に
な
る
の
で
す
。

佐

井

村

中

央

公

民

舘

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句
三

上

敏

二

月
船
橋
）

一
機
と
ぶ
雲
間
切
れ
間
に
富
士
の

晴
れ

寒
ふ
か
く
山
茶
花
匂
う
宵
な
り
し

（
二
月
水
戸
）

深
梅
や
香
り
こ
め
た
る
偕
楽
園

千
波
湖
や
昔
の
ま
ま
の
冬
の
水

生
尸
藩
の
歴
史
匂
い
り
冬
葵

浜

中

よ

ん

雪
夜
道
古
靴
は
き
て
転
び
け
り

雪
遊
び
す
る
子
少
な
し
今
の
村

雪
達
磨
作
る
子
見
え
ず
村
ひ
そ
か

川

岸

キ
ヨ
子

息
白
く
鈴
音
こ
も
り
し
寒
念
物

葉
牡
丹
の
紫
紺
の
艶
よ
友
来
る

歯
に
触
れ
る
セ
ロ
リ
爽
や
か
春
隣

留
守
家
の
松
覊
は
げ
し
み
ぞ
れ
来

寒
日
和
彩
そ
れ
ぞ
れ
の
み
ぞ
れ
鍋

田
名
部

ヒ

サ

冬
木
立
透
け
て
は
る
か
の
山
の
襞

冬
木
立
墓
地
見
え
展
く
海
の
紺

冬
枯
れ
の
棒
立
つ
向
日
葵
影
く
ろ

寒
鮒
の
朽
葉
に
触
れ
て
水
濁
す

水
尾
引
き
て
白
鳥
一
群
月
の
宵

田

鎖

善

治

帰
省
子
の
賑
い
去
り
て
夜
し
ば
れ

母
の
味
妻
に
求
め
る
煮
染
か
な

岩
海
苔
を
焦
せ
ば
饑
の
香
が
は
じ

け餅
花
の
天
井
低
く
枝
を
垂
れ

小

館

寿

彦

念
珠
も
む
亡
母
を
恋
う
る
寒
き
坂

崕
愛
で
し
亡
き
母
の
杖
星
に
冷
ゆ

大

石

健
次
郎

冬
風
を
背
に
溜
め
ひ
と
文
投
函
す

家
古
く
棲
め
る
狭
間
に
日
の
出
な

元

竺

二
羽
ま
る
く
三
羽
ふ
く
れ
る
寒
雀

い
つ
か
來
て
一
斉
に
翔
つ
寒
雀

猟
人
の
末
裔
冬
嶺
に
囲
ま
る
る

木
枯
や
猟
人
哀
話
ひ
と
つ
書
き

瞳
つ
む
り
て
時
に
ふ
く
れ
る
寒
雀

萩
マ
シ
コ
反
転
く
ず
れ
野
に
散
れ

り熱
燗
に
偏
執
の
癖
の
声
高
し

鷹
遠
し
原
野
は
風
に
昏
れ
か
か
る

海
鳴
ら
す
木
枯
囲
む
岬
の
火

山
鳥
の
潜
み
し
き
り
に
枯
葉
落
つ

不
逞
の
目
の
猟
狗
消
え
去
る
林
か

げ結
氷
の
湖
果
て
白
島
翔
け
っ
づ
け

湖
結
氷
ゆ
う
べ
の
茜
を
溜
め
満
て

り

短

歌
浜

中

よ

ん

節
分
の
豆
に
て
占
う
亡
き
父
を
思

い
浮
べ
る
我
が
歳
増
し
ぬ

校
道
の
除
雪
作
業
の
婦
人
連
ス

コ
ッ
プ
振
る
手
の
た
く
ま
し
く
見

ゆ

川

岸

キ
ヨ
子

濃
緑
の
葉
が
く
れ
に
咲
く
寒
椿
陽

だ
ま
り
の
な
か
楚
々
と
生
き
づ
く

梅
の
香
の
漂
う
宵
の
し
ず
も
り
に

花
の
命
よ
幾
日
つ
づ
か
ん

小

館

寿

彦

ひ
た
す
ら
に
こ
う
べ
を
垂
れ
て
競

輪
場
人
か
え
り
ゅ
く
蟻
の
ご
と
く

に地
下
街
に
バ
ラ
の
黄
な
る
を
選
り

い
し
が
奇
し
く
か
が
や
く
目
の
人

に
遭
う

彦
星
の
ご
と
く
届
き
し
北
の
文
雪

虫
の
来
る
日
を
悟
り
い
る

雪
囲
い
の
萓
を
が
り
た
る
風
あ
ら

き
山
に
は
遠
き
わ
が
哀
歌
あ
り

大

石

健
次
郎

花
型
の
足
痕
雪
に
乱
し
つ
つ
夜
を

忍
び
く
る
盗
み
野
良
猫

心
臓
に
穴
あ
き
あ
り
と
電
話
来
し

夜
の
北
風
の
遠
き
ざ
わ
め
き

血
縁
の
黒
瞳
つ
ぶ
ら
に
み
つ
め
た

る
幼
き
も
の
の
痩
せ
ゆ
く
日
日
よ



保
健
鑼
だ
よ
り

ボケを防ごう
お

と

し

よ

り

の

ボ

ケ

は

あ

な

た

に

無

縁

の

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

／

六
十
五
歳
以
上
の
、
い
わ
ゆ
る

。
ボ
ヶ
老
大

‘
と
呼
ば
れ
る
大
た

ち
は
、
全
国
に
五
十
万
人
は
い
る

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
総
人
口
の
中
に
占
め
る

六
十
五
歳
以
上
の
老
人
は
約
十
人

に
一
人
で
す
が
、
二
十
年
後
に
は

六
人
に

Ｉ
人
と
な
り
、
今
後
も
人

口
の
老
齢
化
は
進
む
は
ず
で
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
ボ
ヶ
老
人
の
数

も
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ボ
ヶ
は
若

い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
を

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と

は
可
能
で
す
。
た
と
え
ボ
ヶ
状
態

に
陥
っ
た
と
し
て
も
、
早
期
に
治

療
す
れ
ば
あ
る
種
の
ボ
ヶ
は
治
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

心
身
の
老
化
が
だ
れ
に
で
も
平

等
に
訪
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、

お
と
し
よ
り
の
ボ
ケ
は
け
っ
し
て

他
人
事
で
は
な
く
、
あ
す
の
あ
な

た
の
姿
な
の
で
す
。

ボ

ケ

の

種

類

④
生
理
的
な
ボ
ヶ
（
健
康
な
ボ
ヶ
）

こ
れ
は
、
体
験
の
一
部
分
だ
け

を
忘
れ
る
と
い
っ
た
記
憶
障
害
は

あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
に
は
支

障
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
ど
こ

に
い
る
の
か
、
今

が
何
日
の
何
時

な
の
か
も
わ
か
ら
な
く
な
る
見
当

識
障
害
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ

ん
。「

私
こ
の
ご
ろ
、
ち
ょ
っ
と
は

け
ち
ゃ
っ
て
」

な
ど
と
会
話
に
気

軽
に
使
わ
れ
て
い
る
ぼ
け
は
、
こ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

⑧
病
的
な
ボ
ヶ
（
痴
呆
）

こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ

ま
な
支
障
が
出
る
ほ
ど
、
知
的
能

力
が
衰
え
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

そ
の
主
な
症
状
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

①
全
体
を
忘
れ
る
な
ど
、
あ
る

程
度
以
上
の
記
憶
力
障
害
。

特
に
最
近
の
こ
と
を
忘
れ
た

り
記
憶
で
き
な
く
な
る
。

②
時
、
場
所
、
時
間
、
人
に
つ

い
て
の
見
当
識
障
害
。

③
明
ら
か
な
計
算
力
障
害
。

こ
の
三
つ
を
基
本
と
し
て
、
ほ

か
に
判
断
力
の
障
害
、
感
情

喪
失
、
異
常
行
動
、
徘
回
、

せ
ん
妄
、
不
潔
な
ど
、
さ
ま

す
ま
な
症
状
を
示
す
。

ボ

ケ

や

す

い

タ

イ

プ

○
仕
事
一
筋
に
生
き
て
き
て
、
な

ん
の
趣
味
も
持
て
な
買
っ
た
人

○
進
ん
で
人
の
輪
の
中
に
飛
び
込

ん
で
行
け
な
い
が
た
め
、
友
だ
ち

の
で
き
な
い
人

○
す
ぐ
膃
を
立
て
た
り
イ
ラ
イ
ラ

す
る
、
短
気
な
人

○
人
の
意
見
に
は
耳
を
傾
け
ず
、

自
分
中
心
に
し
か
物
事
を
考
え
ら

れ
な
い
が
ん
こ
な
大

○
大
の
心
よ
り
も
、
物
し
か
頼
れ

な
い
大

○
笑
わ
な
い
大

ボ

ケ

に

く

い

タ

イ

プ

○
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
好
き

な
大

○
本
や
新
聞
を
よ
く
読
む
大

○
も
の
忘
れ
を
気
に
し
な
い
大

○
よ
く
し
ゃ
べ
る
大

○

。筆
ま
め
”
な
大

○
感
動
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
大

○
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
人
生
の

張
り
と
生
き
が
い
を
求
め
続
け
る

大

どんな種類のボケにかかる人が多いか？

¬
ボヶ 老 人 鴆

家 族 に与 える｜

影響 」



「
脳
血
管
性
痴
呆
」
は
予
防
で
き
る

ボ

ケ

を

防

ぐ

九

原

則

①
タ
バ
コ
は
や
め
、
酒
も
ほ
ど
は

ど
に

タ
バ
コ
は
、
血
管
に
障
害
を
与

え
る
と
同
時
に
、
注
意
力
を
散

漫
に
さ
せ
る
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
も
、
長
年
飲
み
続
け
て
そ
れ

に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

脳
の
神
経
細
胞
は
萎
縮
し
、「
ア

ル

ゴ
ー
ル
性
痴
呆
」
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

②
な
に
よ
り
も
高
血
圧
を
予
防
す

る
血
管
の
老
化
、
す
な
わ
ち
動
脈

硬
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
血
管
の
老
化
を
促
進
す
る
殼

大
の
原
因
は
高
血
圧
。

③
塩
分
を
ひ
か
え
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を

食
塩
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に

お
さ
え
る
こ
と
が
、
高
血
圧
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
味
つ
け
を
う
す
味
に
し
、

み
そ
汁
や
漬
物
を
少
な
く
す
る
、

と
い
っ
た
食
生
活
で
の
工
夫
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
鶏
肉
や
大
豆
製
品
な
ど

の
良
質
の
た
ん
ぱ
く
を
た
っ
ぷ
り

と
り
、
新
鮮
な
く
だ
も
の
や
野
菜

を
欠
か
さ
ず
と
り
た
い
も
の
で

す
。

④
十
分
な
運
動
を
忘
れ
な
い

脳
血
管
障
害
に
か
か
っ
て
も
、

す
べ
て
の
人
が
痴
呆
に
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
い
時
期
に

リ
几
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て

体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
ボ
ケ
の

進
行
を
く
い
と
め
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
適
度
な
運
動
は
、
血
液
の

循
環
を
助
け
る
と
同
時
に
血
管
の

弾
力
を
高
め
、
全
身
の
老
化
を
防

ぎ
ま
す
。
だ
れ
に
で
も
で
き
る
と

い
う
点
で
は
、
歩
く
こ
と
が
一
番

で
す
。
た
だ
そ
の
場
合
で
も
、
ブ

ラ
ブ
ラ
と
歩
く
の
で
は
な
く
、
前

を
歩
い
て
い
る
人
を
追
い
越
す
く

ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
二
十
分
か

亘

二
十
分
間
は
歩
き
た
い
も
の
で

す
。

⑤
ス
ト
レ
ス
は
乗
り
こ
え
て
こ
そ

た
と
え
高
齢
に
な
っ
て
も
、
い

た
ず
ら
に
ス
ト
レ
ス
を
さ
け
た
生

き
方
ば
か
り
し
て

い
る
の
は
感
心

し
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
を
乗
り
切

る
子
不
ル

ギ
ー
が
あ
る
う
ち
は
、

む
し
ろ
積
極
的
に
そ
れ
を
の
り
き

る
努
力
を
す
る
こ
と
が
ボ
ケ
を
防

ぎ
ま
す
。

⑥
つ
ね
に
頭
を
使
う
よ
う
に
す
る

「
テ
レ
ビ
が
な
に
よ
り
も
楽
し

み
」
と
い
う
老
人

が
け
っ
こ
う
い

ま
す
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
は
あ
く

ま
で
知
的
（
？
）
な
刺
激
を
「
受

け
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
積
極
的

に
知
的
な
刺
激
を
「
求
め
る
」
読

書
や
、
日
記
を
書
く
、
手
紙
を
書

く
、
と
い
っ
た
も
の
と
は
ち
が
い

ま
す
。
知
的
な
刺
激
を
「
求
め
る
」

行
為
は
、
頭
の
若
さ
を
保
つ
た
め

に
有
効
で
す
。
大
い
に
本
を
読
み
、

手
紙
や
日
記
を
書
く
こ
と
で
、
脳

の
神
経
細
胞
に
絶
え
ず
活
力
を
与

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑦
毎
日
を
明
る
い
気
持
で
い
き
い

き
と

⑧
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
人

と
の
つ
な
が
り

孤
独
な
お
と
し
よ
り
は
、
ま
す

ま
す
ボ
ヶ
や
す
い
も
の
で
す
。
人

と
人
と
は
お
互
い
に
支
え
合
っ
て

生
き
て
こ
そ
、
初
め
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
苦
楽
を
分

か
ち
あ
う
家
族
、
相
談
の
で
き
る

先
輩
や
友
人
、
い
つ
ま
で
も
こ
う

し
た
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
犬

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

⑤
カ
ゼ
や
骨
折
で
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い

思 春 期 の 体 と

心 の 質 問

一 父 や 母 へ の 反 発 －

Ｑ ］
中学 校に 入ってから親に反抗

す るこ とが多 くなりましたが、

殷近とくに母 親を不 潔視、す る

ような態度 をとりますＯ親戚 の

同学年の子は父親をさけるとい

い ます が、 どう して でし ょう

か
Ｏ

思春 期に 入ると、心理的 離乳

から自分 を束縛する 親や、社会

の規制などに反抗する気持ちが

高まるこ とはすでにのべ ました

が，こ れに思春期特有の情緒不安定や性衝動の イラ イ

ラなどが加 わると、ちょっとしたことで親に口答えす

るようになり ますＯしたがって、親の方もこのような思

春期の傾向 をよく理解して適切 に対応するこ とが必要

です。

例えば感受性が鋭 くなってい ますから、少年期の時

と同じ ようにクドクドとお小言をいったり、気を まわ

して 余分 な注意をしたりしないように、必要なことは

サラット短時間に話すのが賢明です。

以上 のことと並 行して、性 に対する目覚 めから、男の

子 は母親から異性を感じる ようになり ますが、最初は

異性 に対 する違和感が先行し ますから、もし母 親の生

活態 度、服装、体臭 などから不潔感を感じると、違和感

と一緒 になって、時には嫌悪感を もつ場合 さえあり ま

す
Ｏ
思春期にはこの ようなデリ ケート な反応があるこ

とに注意しなければなりません。

親戚の男の子 のように、思春期に は父 親に反発する

こと も少なくありません。

男の子が母親に愛情を もち父親を悁 む心理をあら わ

したものです
Ｏ

一般にどの家庭でも父 親は男の子に対して厳しい躾

をする傾向があり ます。母親のや さしさ、父親のきびし

さが、母性と父性の相 補性とい う意味 で子供の教育 に

とって必要 なわけですが、子供か らみると父 親は自 分

を抑圧するこ わい存在としてうっ りますＯ

そこで思春期には権威に反発する心理が強くなりま

すから、幼年期 と同 じような調子 で抑圧的 にガミガミ

いい ます と、表面上は反抗しなくて も、反発心が心 の中

にうっ積して、父 親を避け、遂には悁 しみさえいだくよ

うになり ますＯバットで父 親をなぐり殺すとい った形

で爆発する例は もちろ ん極端なケースで すが、思春期

以後は親の権威 とい う形 ではなく、人生 の先 輩として

フランクに子どＵ こ接することが賢明ですＯ

１１［］（火） 婦人科教室

（両佐井地区）

１３日（木） 乳児一一歳半児健康相談

２８日（金） 股脱検診

（午後一時大問病院）



食
生
活
改
善
推
進

「
あ
な
た
が
つ
く
る

あ
な
た
の
健
康
」

栄

養

教

室

に

出

席

し

て

主
婦

山

崎

ア

イ
子

昨
年
の
十
月
か
ら
今
年
の
一
月

ま
で
四
回
に
恆
っ
て
開
か
れ
ま
し

た
栄
養
教
室
は
村
の
主
任
保
健
婦

さ
ん
か
ら
行
き
届

い
た
御
指
導
を

い
た
だ
き
大
変
有
意
義
で
し
た
。

こ
の
栄
養
教
室
は
、
厚
生
省
の

助
成
に
よ
る
主
婦
の
食
生
活
改
善

教
育
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
栄
養
士
さ
ん
は
、

む
つ
保
健
所

の
木
村

先
生
で
し

た
。
「
健
康
と
は
何

か
」

今
や
高

令
化
社
会

が
進
む
に
つ
れ
て
受
療

率
（
通
院
）
は
男
性
よ
り
女
性
が

圧
倒
的
に
多

い
こ
と
も
発
表
さ
れ

「
成
人
病
を
防
ぐ
日
常
生
活
の
心

が
け
」
な
ど
肥
満
の
解
消
柔
軟
性

を
身
に
つ
け
る
運
動
、
又
食
生
活

に
お
け
る
食
塩
摂
取
量
と
栄
養
素

の
必
要
性
を
く
わ
し
く
学
ぶ
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
作
り
な

が
ら
守
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
正
し
い
食
生
活
の
知
識
を
知
っ

て
も
ら
い
共
に
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
に
お
隣
り
さ
ん
、
お
向
い

さ
ん
と
地
域
に
広
め
生
き
る
上
で

の
喜
び
と
楽
し
さ
と
健
康
の
尊
さ

を
学
べ
る
時
間
で
し
た
。

長
生
き
す
る
健
康
法
の
ポ
イ
ン

ト
は
頭
を
働
か
せ
常
に
体
を
動
か

す
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

祖
父
も
祖
母
も
親
も
子
も
、
夫
婦

も
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
す
ば
ら
し

い
幸
せ
も
味
わ
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
が

保
健
協
力
員
溝
江

ひ
で

佐
井
村
の
広
報
で
栄
養
教
室
を

知
り
さ
ら
に
私
達
保
健
協
力
員
が

呼
び
か
け
て
昭
和
五
十
九
年
に
第

一
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
の
小
人
数
で
心
淋
し
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
六

十
年
度
は
三
十
名
を
上
回
る
出
席

で
大
成
功
し
ま
し
た
。

私
は
祖
母
と
同
居
の
関
係
上
、

ど
う
し
て
も
昔
の
料
理
ば
か
り
に

集
中
し
が
ち
で
す
。栄
養
教
室
に
出

て
か
ら
新
し
い
抖
理
づ
く
り
が
我

が
家
に
も
出
来
ま
し
た
。又
新
し
い

友
達
と
和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
く

運
動
し
、
心
な
し
か
ス
マ
ー
ト
に

な
っ

た
感
じ

が
す

る
こ

の
頃
で

す
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
教
室
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

主
婦

宮
川

じ

ゆ

ん

は
じ
め
に
体
力
づ
く
り
そ
し
て

お
料
理
、
試
食
会
反
省
同
じ
材
料

で
も
使
い
方
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん

違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
指
導
の
先
生
が
ピ
ン
ト
を
与

え
る
だ
け
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
に

別
れ
て
発
想
し
実
施
す
る
教
室
で

す
。脂

肪
カ
ロ
リ
ー
塩
分
の
調
整
夕

ン
パ
ク
質
な
ど
な
ど
。

そ
れ
に
色
々
な
立
場
の
主
婦
。

自
分
で
も
少
し
づ
つ
視
野
が
広
く

な
る
の
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
出
来
ま
し
た
ら
、

一
ヶ
月
に
一
回
開
か
れ
た
ら
有
難

度
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
も
う
三

十
代
に
も
ど
っ
た
つ
も
り
で
出
席

し
ま
し
た
。
気
分
そ
う
快
で
す
。

主
婦

島

野

敦
子

今
年
の
栄
養
教
室
に
参
加
し
て

見
た
と
こ
ろ
、
お
料
理
の
時
間
で

は
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
の
和
風
さ
け

の
チ
し
ス
や
き
み
ぞ
れ
な
べ
白
菜

の
ピ
ー
ナ
ツ
あ
え
等
多
く
の
新
し

い
料
理
を
身
に
っ
け
ま
し
た
時
代

の
流
れ
を
と
ら
え
た
お
ど
り
ゃ
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

ス
な
ど
み
な
さ
ん
も
う
満
足
の
よ

う
す
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
案
も
ほ
ん
と
う

に
豊
か
で
楽
し
か
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ

グ
ル
ー
プ
の
お
友
達
の
お
顔
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
時
間
を
作
り
学

ん
だ
新
し
い
お
料
理
も
作
っ
て
見

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
む
つ
保
健
所
の
栄
養
士
さ
ん

佐
井
村
役
場
の
担
当
者
の
み
な
さ

ん
御
指
導
誠
に
有
難
度
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
又
逢
い
ま
し
ょ
う

不ヽ
。

こ
う
い
う
し
ぐ
さ
は
危
険
信
号

①
目
を
細
め
て
も
の
を
見
る
②
上
目
づ

か
い
を
し
た
り
、
首
を
か
し
げ
て
も
の

を
見
る
③
本
を
近
づ
け
テ
レ
ビ
に
近
づ

い
て
見
る
①
目
を
よ
く
こ
す
る
⑤
つ
ま

ず
き
や
す
く
動
作
が
鈍
く
な
る
⑥
根
気

が
な
く
な
る
。
な
ど
こ
ん
な
し
ぐ
さ
は

目
の
危
険
信
号
で
す
。
眼
科
医
に
早
め

に
み
て
も
ら
う
よ
う
に
。

子どもの目を守るポイント

②読書や勉強をするとき ①テレビを見るとき

旬テレビゲームやマイコンをするとき

④メガネ使用の目安



除

雪

作

業

に

参

加

し

て

理
事

島

野

敦

子

二
月
六
日
、
佐
井
小
学
校
通
学

路
の
除
雪
作
業
が
、
佐
井
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
、
母
の
会
な
ど
の

会
員
八
十
名
程
の
協
力
に
よ
り
午

前
九
時
頃
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
気
も
良
く
工
藤
建

設
、
宮
川
左
官
、
七
戸
建
築
、
松

谷
家
具
店
、
館
脇
板
金
、
加
賀
喜

代
志
さ
ん
の
車
で
の
協
力
や
、
今

川
部
長
さ
ん
の
交
通
整
理
、
さ
ら

に
老
人
ク
ラ
ブ
の
高
木
八
太
郎
さ

ん
か
ら
飲
み
物
の
差
し
入
れ
な
ど

も
あ
っ
て
、
除
雪
作
業
も
は
か
ど

り
ま
し
た
。

「
自
分
か
ち
の
出
来
る
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
力
で
解
決
す
る
。」
こ

の
す
ば
ら
し
さ
を
、
子
ど
も
た
ち

も
学

ん
で

く

れ
た
こ
と
で

し
ょ

み
な
さ
ん
の
善
意
で
、
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
も
老
人
も
安
心
し
て

歩
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
御
苦
労
様
で
し
た
。

雪 国 に 来 て

鹿熊裕美子さんへ

訪問インタビュー

Ｈ
・
母
の
会

Ｋ
・
鹿
熊
さ
ん

Ｈ
・
先
日
、
歩
道
の
雪
か
き
作
業

に
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
次
の
日
、
体
が
痛
く
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

Ｋ
・
（

イ
、
も
う
健
康
だ
か
ら
、

な
ん
と
も
。

Ｈ
・
雪
の
な
い
、
古
里
水
戸
で
は
、

全
く
経
験
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

Ｋ
・
そ
う
で
す
ね
、
降
っ
て
も
ホ

ウ
キ
で
軽
く
は
く
だ
け
で
し
た
。

参
加
し
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、

大
勢
の
人
が
参
加
し
て
、
奉
仕
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
の
車
も
み

ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
す
か
。

Ｈ
・
そ
う
で
す
。
お
互

い
に
安
全

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
姿
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
ネ
。

Ｋ
・
佐
井
村
民
の
交
通
安
全
意
識

が
高

い
の
で
す
よ
、
き
っ
と
。

Ｈ
・
い
い
え
、
私
た
ち
指
導
者
の

勉
強
不
足
か
ら
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
の
が
現
実
で
す
。

Ｋ
・
雪
国
に
嫁

い
で
、
本
当

に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
人
と
人
と

の
お
も
い
や
り
が
勉
強
に
な
り
ま

す
。

Ｈ
・
奥
さ
ん
も
運
転
す
る
よ
う
で

す
ね
。

Ｋ
・
主
人
が
外
出
し
て
、
お
酒
が

入
っ
た
と
き
な
ど
、
迎
え
に
行
く

と
き
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
・
免
許
を
持
っ
て
何
年
に
な
り

ま
す
の
。

Ｋ
・
主
人

が
三
年
位
、
私
か
四
年

位
か
な
。
出
か
け
る
と
き
、
毎
日

「
気
を
つ
け
る
よ
う
」
と
一
声
を

か
け
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
怖

い
か
ら
。

Ｈ
・
公

務
の
と

き
は
、

い
つ
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
か
け
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

Ｋ
・
当
然
、
自
分
の
命
を
守

る
の

は
自
分
の
自
覚
に
よ
り
ま
す
か
ら

ね
。
で
も
、
た
ま
に
自
分
の
車
に

乗
っ
た
と
き
、
ふ
と
忘
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
着
用
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｈ
・
神
様
や
仏
様
で
な
い
か
ら
、

忘
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
よ
。
そ

ん
な
と
き
は
、
奥
さ
ん
か
ら
一
声

か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
。

Ｋ
・
佐
井
村
に
來
て
か
ら
、
交
通

安
全
運
動
へ
の
参
加
は
、
今
回
で

三
回
目
で
す
。
佐
井
村
の
住
民
の

暖
か
さ
や
努
力
が
、
手
に
取
る
よ

う
に
解
り
ま
し
た
。

Ｈ
・
ど
う
ぞ
、
家
庭
円
満
に
、
ま

た
交
通
安
全
に
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
映
写
会
を
見
て

牛
滝

竹
内

重
雄

久
し
振
り
に
交
通
安
全
母
の
会
と

駐
在
部
長
さ
ん
が
牛
滝
に
見
え
、

交
通
安
全
映
写
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

つ
い
先
日
ま
で
交
通
安
全
運
動
を

軽
視
し
が
ち
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
、
牛
滝
地
区
総
代
を
務
め
る
に

い
た
り
、
様
々
な
運
営
、
活
動
に

携
わ
り
、
厳
し
い
車
社
会
に
は
ば

た
い
て
い
る
我
が
息
子
を
思
う
と

き
、
改
め
て
安
全
活
動
の
重
要
性

や
、
無
事
故
の
幸
せ
を
感
じ
な
い

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

牛
滝
地
区

の
住
民
が
、
一
人
で
も

交
通
事
故
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
も
っ
と
も
っ
と
交
通

安
全
運
動
に
視
野
を
広
め
、
佐
井

村
民
の
尊
い
生
命
を
、
お
互
い
に

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

夜
間
寒
い
中
、
映
写
会
を
開
い
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
は
、

男
性
の
参
加
を
期
待
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。



国

保

だ

よ

り

国

民

健

康

保

険

証

の

更

新

を

行

い

ま

す

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・
退
職

者
等
医
療
）
の
更
新
を
、
三
月
二

十
六
日
か
ら
三
月
一
一
十
八
日
ま

で
、
各
地
区
ご
と
に
行
い
ま
す
。

毎
年
、
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
昨
年
交
付
し
た
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
保
険

証
を
別
に
し
て
い
る
家
庭
は
、
更

新
時
ま
で
に
、
昨
年
交
付
し
た
保

険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
四
月
か
ら
高
等
学
校
な
ど
に

入
学
す
る
人
は
、
合
格
通
知
書
か
、

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

又
、
保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付

を
代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事
故

防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

山
代
理
人
（
保
険
証
の
交
付
な
ど

を
た
の
ま
れ
た
人
）
の
印
鑑
を
持

参
す
る
こ
と
。

⑦
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合
、
本

人
、
代
理
人
と
も
、
出
稼
ぎ
先
の

会
社
名
、
住
所
が
必
要
で
す
。

な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪
い
方

は
、
民
生
相
談
課
保
健
衛
生
係
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

各地区の更新日

第 １ 回 佐 井 村 国 民 健 康 保 険

小 中 学 生 作 品 コ ン ク ー ル

入 賞 者 決 ま る

国民健康保険制度の普及推進を図ることを

目的に、第１回小・中学生作品コンクールを

実施したところ、次の児章生徒が入賞しまし

た。
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田

名

部

祥

子

々

夕

々

大

坂

雅

子

々

タ

タ

中

田

周

子

々

タ

ク

紀

伊

千

代

々

々

々

畑

中

か

お

り

々

夕

夕

鈴

木

美

智

子

々

タ

ク

金

丸

利

々

子

々

夕

々

後

藤

佐

知

子

タ

ク

ク

若

山

明

子

ク

ク

ク

若

山

幸

弘

々

々

々

館

脇

秀

々

ク

々

山

本

尚

封

凖

特

選

佐

井

中

二

木

下

弘

封

タ

タ

ク

中

田

晶

子

ク

佐

井

中

三

田

中

英

針

佳

作

佐

井

中

一

館

脇

る

み

刊

々

ク

々

太

田

光

也

ク

ク

ク

山

口

大

輔

÷

佐

井

中

三

菊

池

秋

子

々

々

夕

岡

村

昌

博



税

務

だ

よ

り

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

三

月

十

五

日

ま

で

昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
、
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
あ
と

で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で

な
く
、
加
算
税
や
延
滞
金
も
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
、
必

ず
三
月
十
五
囗
ま
で
に
済
ま
せ
ま

退職金と税金

ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い

て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ

か
は
「
退
職
」
の
囗
が
や
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
と
き
手
に
す
る
の
が

退
職
金
で
す
が
、
こ
の
退
職
金
に

は
、
所
得
税
や
住
民
税
が
か
か
り

ま
す
。

退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
務
に

対
す
る
報
Ｍ
で
す
か
ら
、
ほ
か
の

所
得
と
は
分
離
し
て
課
税
さ
れ
、

軽
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村

税

は

、

年

度

内

に

納

め

ま

し

ょ

う

昭
和
六
十
年
度
も
残
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
都
合
に
よ
り
納
税

が
遅
れ
た
方
、
忙
し
さ
か
ら
納
税

を
忘
れ
た
と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん

か
。固

定
資
産
税
（
第
四
期
）
二
月

末
納
期
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
税

金
の
納
期
限
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。ま

だ
、
税
金
を
完
納
し
て
い
な

い
方
は
、
こ
の
機
会
に
滞
納
税
金

を
一
掃
し
た
い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ

早
め
に
完
納
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
掛
金
が
遅
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
早
め
に
掛
金
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
ぉ
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

納

税

貯

蓄

組

合

加

入

に

つ

い

て

納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

税
金
を
納
期
内
に
納
め
ら
れ
る

よ
う
、
各
地
区
ご
と
に
納
税
貯
蓄

組
合
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
現
在

三
十
組
合
、
七
五
八
名
が
加
入
し

て
い
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
で
は
、
日
掛
、

月
掛
な
ど
、
計
画
的
な
掛
金
を
し

て
納
税
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
納
税
し
て
い

こ
う
と
い
う
人
た
ち
が
集
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
で
は
、
税
金
の

他
に
水
道
料
金
も
取
扱
い
し
て
い

ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
た
い

方
は
、
毎
年
四
月
が
年
度
初
め
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
最
寄
り
の
納
税
貯
蓄
組
合
ま
た

は
役
場
税
務
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

固

定

資

産

税

課

税

台

帳

の

縦

覧

に

つ

い

て

固
定
資
産
税
の
計
算
の
基
礎
に

な
る
土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産

の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
固
定

資
産
台
帳
を
、
関
係
者
に
お
見
せ

し
ま
す
。

・
縦
覧
期
間
（
日
曜
日
は
除
く
）

三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日

・
縦
覧
す
る
場
所
及
び
時
間

役
場
総
務
課
税
務
係

（
平
旦

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

（
土
曜
旦

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で

年

金

だ

よ

り

国

民

年

金

保

険

料

を

完

納

し

ま

し

ょ

う

三
月
は
、
昭
和
六
十
年
度
最

後
の
月
で
す
が
、
国
民
年
金
の
保

険
料
は
完
納
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
社

会
保
険
料
と
ち
が
い
、
と
も
す

れ
ば
納
め
忘
れ
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
未
納
の
ま
ま
で
二
年
た

ち
ま
す
と
時
効
の
た
め
納
め
ら

れ
な
く
な
り
、
万
一
の
事
故
な

ど
で
、
障
害
者
や
母
子
世
帯
に

な
っ
て
も
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

来
月
か
ら
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
分
の
納
付
が
始
ま
り
、
滞
納
す

る
と
納
付
が
一
層
困
難
と
な
り
ま

す
。長

寿
生
活
の
犬
切
な
支
え
と
な

る
国
民
年
金
を
し
っ
か
り
確
保
す

る
た
め
に
、
保
険
料
を
確
実
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

国

の

進

学

ロ

ー

ン

の

ご

案

内

昭
和
六
十
一
年
四

月
に
進
学

さ
れ
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の

方
に
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

●
ご
利
用

い
た
だ
け
る
方

高
校
、
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る

た
め
の
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方
。

●
ご
融
資
額

一
進
学
者
当
り
五
十
万
円
以
内

・
く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
国

民
金
融
公
庫
、
銀
行
、
信
用
金

庫
、
農
協
、
漁
協
の
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫
青
森
支
店

Ｓ
Ｏ

一
七
七
こ
三
一
）
二
三
三
一



苗

木

の

申

し

込

み

を

受

け

て

い

ま

す

た
だ
い
ま
森
林
組
合
で
は
、
昭

和
六
十
一
年
度
春
の
造
林
用
苗
木

及
び
林
業
肥
料
な
ど
の
申
し
込
み

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
左
記
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。尚

、
一
反
歩
以
上
新
植
し
た
場

合
に
は
、
造
林
補
助
金
が
交
付
に

な
り
ま
す
の
で
、
造
林

の
重
要
性

を
認
識
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
造
林

面
積
の
拡
大
を
図
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
補
助
金
交
付
申
請
手
続

き
に
つ
い
て
、
造
林
地
が
農
地
の

場
合
は
、
農
地
転
用
許
可

が
必
要

と
な
り

ま
す

の
で

申
し
添
え

ま

す
。

●
申
し
込
み
品
種

杉
、
赤
松
、
黒
松
、
カ
ラ
松
、
桐
、

林
業
肥
料
、
キ
ノ
コ
種
駒
、
そ
の

他
林
業
資
材
な
ど
。

●
申
し
込
み
場
所

原
田
、
古
佐
井
、
大
佐
井
、
矢
越

岩
清
水
芳

磯
谷

福
田
吉
五
郎

長
後

池
田
力
松

福
浦

田
中
太
吉

牛
滝

竹
内
庄
次
郎

●
申
し
込
み
メ
切

昭
和
六
十
一
年
三
月
十
日

●
配
布
予
定

五
月
上
旬
頃
の
予
定
で
す
。

交

通

災

害

共

済

の

加
入
は
三
月
十
日
ま
で
に

二

日
一
円
で

ご
家
族
の
安
心

を
」恐

ろ
し
い
事
故
は
、
い
つ
ど
こ

で
自
分
自
身
に
、
家
族
に
ふ
り
か

か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
交

通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
被
害
者
を
、
皆
さ
ん
と
村
が
力

を
合
わ
せ
て
、
お
互
い
に
助
け
合

う
制
度
で
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が
満

期
に
な
り
ま
す
。

こ
の
際
に
、
ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
さ
れ
る
よ
う
、
お
す
す
め

し
ま
す
。

●
会
員
に
な
る
に
は

当
村
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
と
す

る
。
尚
共
済
期
間
中
に
転
出
等
で

当
村
の
住
民
で
な
く
な
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
当
該
共
済
期
間
中

に
そ
の
効
力
を
有
し
ま
す
。

●
会
費

一
般
（
年
間
）
三
五
〇
円

学
童
団
体
（
年
間
）
三
〇
〇
円

●
加
入
の
方
法

村
で
は
、
行
政
連
絡
員
、
部
落

総
代
、
保
育
所
、
学
校
な
ど
を
通

じ
て
各
家
庭
に
申
込
書
を
配
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
費
を
添
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
へ
三
月
十

日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

又
、
三
月
十
日
以
降
加
入
さ
れ

る
方
、
個
人
で
加
入
さ
れ
る
方
は

直
接

役
場
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課

紆
務
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

昔
（
三
八
）
二
一
一
一
内
線
一
五

し

ろ

う

と

工

事

は

事

故

の

も

と

一
般
家
庭
や
商
店
の
屋
内
配
線

は
、
法
律
に
よ
っ
て
国
家
試
験
に

合
格
し
た
電
気
工
事
土
の
資
格
が

な
い
と
、
工
事
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
単
な
も
の
だ
か
ら
と
か
、
安

あ
が
り
だ
か
ら
な
ど
と
い
っ
て
、

し
ろ
う
と
の
人
が
工
事
を
す
る
と

思
わ
ぬ
電
気
火
災

や
感
電
事
故
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

電
気
工
事
店
に
よ
っ
て
正
し
い

配
線
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｏ共済見舞金の額
災 害 の 程 度 等 級 金 額

死 亡 し た 場 合 １ ８００，０００

実 治 療 日 数

１８０日以上で

入院 １８０日

以上を含む
２ １５０，０００

入院 ９０囗

以上 １８０囗

末満を含む

３ １３０，０００

入院 ９０日末満

又は入院なき

ものを含む

４ １１０，０００

実治療日数

９０ 日 以 上

１８０ 日 末 満

入院 ９０囗

以上を含む
５ ８０，０００

入院 ９０日末満

又は入院なき

ものを含む

６ ６０，０００

実 治療 日数６０日以上９０日末満 ７ ４５，０００

実 治療 日数３０日以 上６０囗末満 ８ ３５，０００

実 治療 日数１０日以 上３０日末満 ９ ２５，０００

実 治療 日数１０日末満 １０ １５，０００

しろうと工事は事故のも吋

電気工事士の資格のない人が、配線工事をす

ることは禁じられています。

電気工事は電気工事店にたのみましよう。

財東北電気保安協会



種族保存と海況

投

稿

動
植
物
を
問
わ
ず
、
地
球
上
の

生
物
は
み
な
、
種
族
保
存
の
本
能

が
あ
り
、
時
に
は
互
い
に
勢

力
争
い
を
し
な
が
ら
も
自
然

調
和
さ
れ
て
、
均
衡
を
保
っ

て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ

種
に
よ
り
繁
殖
方
法
は
不

定
だ
が
、
雌
雄
同
体
の
牡
蠣

は
、
海
水
の
栄
養
が
良
い
と

き
は
、
み
な
オ
ス
に
な
っ
て

肥
え
る
し
、
反
対
に
栄
養
が

悪
く
な
る
と
、
み
ん
な
が
メ
ス
に

な
っ
て
い
っ
せ
い
に
卵
を
産
む
と

い
う
。

動
物
の
世
界
で
は
、
時
々
爆
発

的
に
大
量
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
み
な
同
じ
種
族
保
存
の
本
能

か
ら
出
た
も
の
で
、
鳥
が
急
に
増

え
た
り
、
ね
ず
み
や
イ
ナ
ゴ
の
大

群
発
生
は
、
そ
れ
だ
け
食
糧
が
増

え
た
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、

反
対
に
生
き
て
い
く
状
況
が
悪
く

な
り
、
種
が
全
体
と
し
て
絶
滅
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
に
見
ら

れ
る
と
い
う
。

こ
の
生
物
学
的
理
論
か
ら
考
え

る
と
、
昨
年
大
間
岬
以
南
佐
井
沖

に
異
常
に
大
発
生
し
た
「
ウ
ニ
」

は
、
海
況
異
変
を
告
げ
る
警
鐘
の

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

期
待
の
昆
布
や
海
草
ま
で
絶
滅

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
憂
慮
さ

れ
る
が
今
年
の
海
を
じ
っ
く

り
見
つ
め
、
記
録
を
整
備
し

て
、
後
世
の
参
考
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

人
間
社
会
に
お
い
て
も
、

発
展
途
上
国
で
は
、
人
口
爆

発
で
飢
餓
が
続
き
、
先
進
国

で
は
、
人
口
増
加
は
ス
ト
ッ

プ
し
て
、
社
会
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
現
状
は
、
前
記

に
共
通
し
た
も
の
が
考
え
ら

れ
る
。

理
論
は
兎
も
角
、
村
の
経
済
を

建
て
直
す
た
め
に
も
、
今
年
の
豊

漁
を
切
に
祈
っ
て
止
ま
な
い
。

三
八
生

歳
時
記

桃

の

花

桃
の
花
と
い
え
ば
、
ま
ず
連
想

才

心
の
が
三
月
三
日
の
雛
祭
り
。

こ
の
日
は
桃
の
節
句
と
も
い
い
、

桃
の
花
を
飾
り
、
白
酒
で
祝
い
ま

す
。そ

れ
で
、
桃
の
花
は
三
月
に
咲

く
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で

ぱ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、

桃
の
花
が
開
く
の
は
四
月
で
、
日

本
の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
で
桜
と
前

後
し
て
咲
き
ま
す
。
む
か
し
旧
磨

で
雛
祭
り
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、

ち
ょ
う
ど
桃
の
咲
く
時
期
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
で
は
、
温
室
な
ど

で
特
別
に
早
く
咲
か
せ
た
も
の
を

飾
る
わ
け
で
す
。

桃
の
花
の
生
産
が
多
い
の
は
、

埼
玉
、
群
馬
、
福
島
、
桃
の
実
の

生
産
が
多
い
の
は
、
山
梨
、
福
島
、

長
野
な
ど
で
す
。
埼
玉
県
の
場
合

は
、
桃
の
枝
を
切
っ
て
、
四
日
ほ

ど
水
し
つ
け
、
そ
の
後
五
～
十
日

く
ら
い
保
温
し
て
っ
ぼ
み
を
大
き

く
し
て
か
ら
出
荷
す
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
『
花
』
と
い
え
ば

桜
が
代
表
的
で
す
が
、
中
国
で
は
。

『
花

』
と
い
う
と
、
桃
か
ぼ
た
ん

を
指
す
そ
う
で
す
。
中
国
で
美
し

い
装
い
を

扁

李
の
装
ｙ

と
い

っ
た
り
、
平
和
な
別
天
地
を

扁

源
郷
″
と
い
っ
た
り
す
る
の
も
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。

日
本
で
も
、
岡
山
県
で
は
桃
の

花
を
県
の
花
に
し
て
い
ま
す
し
、

桃
の
花
の
中
を
走
る
山
梨
県
の
桃

源
郷
マ
ラ
ソ
ン
は
全
国
的
に
有
名

で
す
。
ま
た
、
各
地
で
桃
の
花
見

が
話
題
に
な
る
な
ど
、
桃
の
花
の

人
気
は
上
昇
中
の
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
三
月
三
日
は
『
耳

の
日
』
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
日

が
耳
の
日
と
決
め
ら
れ
た
の
は
、

三

一
が
み
み
と
読
め
る
こ
と
、
ま

た
洋
数
字
の
３
が
耳
の
形
に
似
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
日
が
、

聾
唖
研
究
に
尽
く
し
た
グ
ラ（

ム
・

ベ
ル
の
誕
生
日
で

も
あ
る
た
め
で

す
。



みんな
の 声

防

火

教

室

に

出
席

し

て

大
佐
并

金

沢

弘
子

佐
井
消
防
分
署
で
主
催
す
る
防

火
教
室
に
、
さ
そ
わ
れ
ま
ま
、
祖

母
に
子
ど
も
を
お
願
い
し
て
駆
け

付
け
ま
し
た
。

仕
事
の
関
係
も
あ
り
、
ぜ
ひ
と

も
火
の
知
識
を
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
っ
た
し
、
祖
母
に
も
、
火
の

扱
い
方
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
の
で
す
。

多
く
の
火
事
の
原
因
は
、
ガ
ス

器
具
の
使
用
後
や
外
出
時
、
就
寝

時
の
火
の
確
認
方
法
に
あ
る
よ
う

で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
地
震
で
も
、
火

を
消
す
行
動
を
す
る
こ
と
。
日
頃

か
ら
家
庭
で
、
火
の
安
全
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
。
む
つ

市

で
発
生
し
た
火

災
で
、
逃
げ

る
よ
う
に
と
名
前
を
呼
ん
だ
と
こ

ろ
、
返
事
が
返
っ
た
の
で
逃
げ
た

と
思
っ
て
い
た
ら
、
焼
死
し
て
い

た
大
人
も
あ
っ
た
こ
と
。
子
ど
も

が
、
自
分
の
部
屋
の
ス
ト
ー
ブ
を

消
し
忘
れ
て
学
校
へ
行
き
、
気
が

つ
い
た
と
き
に
は
、
す
で
に
火
災

が
発
生
し
て
い
た
。
な
ど
の
実
例

に
、
本
当
に
他
人
事
で
な
い
気
持

ち
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
集
会
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
だ
れ
の
た
め
で
も
な
く

す
べ
て
自
分
の
、
家
族
の
た
め
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

火

事

・
緊

急

の

場

合

は

一

一

九

番

ヘ

サ

イ

レ

ン

の

試

験

日

は

毎

月

一

日

、
十

五

日
（

正

午

）

佐
井
消
防
分
署

昔
三
八
―
二
二
六
六 ●たばこ は地元 で買い まし ょう。

怖いのは

「消したつもり」と

「消えたはず」

春の全国火災予防運動

２月２８日～３月１’３日

子どものために

毎月第三日曜日は

「家 庭 の 日 」

ダンスで

いい汗流そう

日時：毎週土曜日

午後７時から

場所：振興センター２Ｆ

満１歳になります

磯 谷 千 明 ちゃん

（明英・淳子）
大 佐 井

戸 籍 の 窓 口
２月１５日現在

○ お 誕 生 お め で と う

鈴木 優（和則）古佐井

田中 成三（憲吉）福 浦

倉光 仲（ 力 ）古佐井

＝鎌田菜穂子（耕栄）古佐井
金澤真由美（ 茂 ）大佐井

七戸 孝太（武司）矢 越

金沢 智 克（政人）原 田

横浜 和弥（ 弘 ）磯 谷

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 福田 正治 青森市

金井美加子 福 浦

（ 小川 一 能代市

長後 美晴 大佐井

（ 内田 靖 長 後
山本 裕子 大佐井

（ 福田 功 磯 谷
高橋 弘美 釧路市

（ 中村 弘昭 古佐井
玉手 悦子 門別町

Ｏ おくやみ申し上げます

東出慶太郎（藤雄）大佐井

大石常太郎（金作）長 後

坪谷 定治（政道）大佐井

大石 義雄（光明）長 後

奥本 房雄（ 愛 ）大佐井

坪谷兼太郎（正隆）大佐井

１月３１日現在人口（前月比）

男 ２，０５６ （＋３）

女 ２，０２７ （－２）
計 ４，０８３ （＋１）

世帯数 １，１３１ （－２）
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